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フィールド３ 経済活力 

～持続的発展が可能な、活力ある産業活動の実現～ 
 

◎工業の振興 

（施）中小企業振興対策費 （経済部 産業振興課）（総合戦略） 

２６，３４１ 千円（23,064 千円） 

１ 事業目的 

中小企業の経営の安定・雇用の促進・品質向上等を図り、地元産業の育成振興に寄与す 

るために、事業を実施した中小企業等に対して助成や支援を行う。 

  ２ ２８年度の事業内容 

   （１）中小企業振興条例に基づく補助金        ２０，０００千円 

     新製品開発事業、人材養成事業、雇用促進事業等１５事業に対する補助を行う。 

（２）中小ものづくり企業品質管理事業補助金   ５，０００千円 

高い品質を維持するための取り組みに対して、経費の一部を助成する。 

（３）中小ものづくり企業品質管理事業      １，２７７千円 

     中小企業の品質向上に資する取り組み支援業務委託 

   （４）中小企業振興対策事務費：              ６４千円 

  ３ 財源内訳 

   （１）国       3,138 千円（地方創生推進交付金） 

   （２）一財     23,203 千円 

 

（施）新産業創出推進費 （経済部 産業振興課）（新規・総合戦略） 

９９１ 千円 

１ 事業目的 

水素社会を推進することにより、地域ものづくり企業の競争力強化、水素・燃料電池を 

はじめとするエネルギー関連産業の創出・振興を推進する。 

  ２ 事業概要 

    平成２７年度に設置した「新居浜市水素社会推進協議会」を引き続き開催し、水素関連 

技術に取り組む地域産業の振興、低炭素社会を構築すべき地域振興の検討を行うとともに、 

水素関連技術等のセミナーを開催し、地域企業及び市民に対して啓発を図る。 

  ３ ２８年度の事業内容 

   （１）協議会会議費  ２３２千円 

（２）ＷＧ会議費    １８千円 

（３）セミナー開催費 ４４１千円 

（４）先進地視察   ３００千円 

  ４ 財源内訳 

   （１）国    495 千円（地方創生推進交付金） 

   （２）一財   496 千円 
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（施）ものづくり新居浜支援事業費 （経済部 産業振興課）（拡充・総合戦略） 

９，７４６ 千円（3,754 千円） 

１ 事業目的 

本市の基幹産業である「ものづくり産業」において、人材育成や製造業のイメージアッ 

プ、ものづくりマイスターの認定等を通じ、「ものづくりのまち新居浜」の次世代を担う人 

材確保を目指す。 

  ２ ２８年度の事業内容 

   （１）ものづくり人材育成推進事業        ３，７５４千円  

     ・小学生：体験講座、企業見学等 

     ・中学生：企業講座、企業見学等 

     ・高校生：企業人講座、実習、企業見学等、インターンシップ、出前授業等 

     ・新居浜高等職業専門校：インターンシップ 

（２）製造業イメージアップ事業         ２，６２４千円   ※新規 

     若年層の製造業離れなどによる労働者不足の課題に対応するため、町工場で働く若者 

紹介事業「ゲンバ男子」の実施を行う。 

（３）新居浜ものづくりマイスター認定事業 ３，３６８千円   ※新規 

     ものづくり現場で卓越した技術を有し、優れた指導力があるものを「新居浜ものづく 

りマイスター」として認定し、顕彰すること(報奨金１０万円４人予定）により、その社 

会的地位向上と技術尊重気運の醸成を図る。 

  ３ 財源内訳 

   （１）国   2,996 千円（地方創生推進交付金） 

   （２）一財  6,750 千円 

 

（施）中小企業住宅環境支援事業費 （経済部 産業振興課）（総合戦略） 

３，２４０ 千円（1,620千円） 

１ 事業目的 

人口減少による人材確保が難しい中、優秀な人材を市外から呼び込み、離職防止を図る 

ため、住宅環境整備の推進を図る。 

  ２ ２８年度の事業内容 

    中小企業住宅環境支援補助金    ３，２４０千円 

    中小企業者が市外からの転入者に対し、よりよい住宅環境を提供するために支給する住 

宅手当の一部を助成する。 

   ・対象者：市内に本店を有し、住宅手当を支給している中小企業者 

   ・対象経費：市外に居住していた転入者又は新卒者で、市内にある民間賃貸住宅に居住し 

ている者に支払われる住宅手当 

   ・補助率：２分の１（上限１３,５００円／月） 

  ３ 財源内訳 

   （１）国     1,620 千円（地方創生推進交付金） 

   （２）一財    1,620 千円 
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（施）地場産業育成費 （経済部 産業振興課）（拡充・総合戦略） 

２８，７４９ 千円（19,079 千円） 

１ 事業目的 

ものづくり産業を支える本市中小企業が抱える諸問題を解決し、継続的に発展できる地 

域産業の活性化を目指し、新居浜ものづくりブランドの認定、新たな事業展開への支援や

受注機会の拡大、地場産業を支える人材育成に向けた各種施策を実施する。 

  ２ ２８年度の事業内容 

   （１）ものづくりブランド創出・支援等事業           １５,３０６千円 

      市内事業所がもつ製品・技術を新居浜ものづくりブランドとして認定を行うととも 

に、販路開拓・受注機会の拡大を狙い、大型見本市出展〔東京２回・大阪１回〕支援 

を、愛媛県・西条市と連携しながら行う。更に、県外メーカーとのビジネスマッチン 

グを実施するなど、新たな取引先の開拓を目指した事業を実施する。 

（２）中小企業新事業展開支援事業            ４，１０２千円 

新事業への展開を考えている事業所への訪問・聞き取り、知的財産に係る相談、セ 

ミナー等の開催を通じて、新事業への転換が図れるよう支援を行う。 

（３）新居浜機械産業（協）活動事業補助金        １，０００千円 

機械産業協同組合が実施する受注開拓事業、人材育成事業等に対し助成することに 

より、地場産業界及び本市産業の活性化を図る。 

（４）ものづくり高度技能伝承事業補助金         ４，０００千円 

      高度技能伝承にかかる研修費用の一部を支援し、地場産業を支える人材育成を推進 

する。 

（５）中小・中堅企業経営力改善事業                    ４，３４１千円 ※新規 

現場改善の専門家の指導を受け、生産性を向上させ、さらに企業が継続的に改善活 

動に取り組めるようフォローを行う。（市内中小・中堅企業３社） 

  ３ 財源内訳 

   （１）国    13,874 千円（地方創生推進交付金） 

    （２）一財  14,875 千円 
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◎商業の振興 

 

（施）創業支援対策費 （経済部 産業振興課）（新規・総合戦略） 

１１，０５０ 千円 

１ 事業目的 

新居浜市では、産業競争力強化法に基づき、地域における創業を目的として「創業支援 

事業計画」を策定し、国からの認定（第 5回）を受けている。この計画を円滑に推進し、 

各事業を行うことで、新規事業や雇用の創出に寄与する。 

  ２ ２８年度の事業内容 

   （１）創業支援補助金    １０，０００千円 

創業（第２創業を含む。）に必要な経費の一部を助成する。 

     ・補助率：２分の１ 

     ・補助上限額  一般創業： ３０万円 

             女性創業： ５０万円 

                   転入創業：１００万円 

     ・対象業種：新居浜市中小企業振興条例施行規則別表第 1に規定する業種 

     ・金融機関から融資を受けたものを補助対象とする 

（２）創業融資金利子補助金  １，０５０千円 

金融機関から創業資金の融資を受けた事業者に対して、貸付利子の一部を補助する。 

     ・対象者：新たに市内で事業を開始する事業者 

・対象期間：利子の支払い開始後、利子支払日の属する月から２年間 

         ・利子補助率：年 1.0％以内 

     ・利子補助額：毎年１月～１２月までに返済した元金に対し、利子補助額を算定 

  ３ 財源内訳 

   （１）国   5,000 千円（地方創生推進交付金） 

   （２）一財  6,050 千円
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◎農業の振興 

（施）有害鳥獣駆除費 （経済部 農林水産課）（拡充） 

８，０５８ 千円（4,110 千円） 

１ 事業目的 

山林に生息する鳥獣が、人家付近及び田畑へ出没を繰り返し、水稲等の農作物に被害を 

   与えていることから、農作物被害の軽減、市民が安心して生活出来ることを目的に、イノ 

シシ等の有害鳥獣駆除を実施する。 

２ 事業年度 

平成２８年度 

  ３ 事業概要 

   （１）イノシシ・サル・シカを捕獲した市内猟友会に１頭１万円、また市街地に出没した 

イノシシの捕獲及び追い払いを行った猟友会員に対する報償費 

（２）有害鳥獣出没の注意喚起看板の作成、捕獲網など消耗品を購入し、近年増加傾向 

にある市街地へ出没する有害鳥獣による被害防止に努める。 

   （３）鳥獣被害防止緊急捕獲等対策事業 ２，９６０千円（県補助金 10/10） 

      市内の猟友会が行う有害鳥獣捕獲に対する１頭８千円の駆除経費 

  ４ ２８年度の事業内容 

   （１）報償費（捕獲奨励、緊急対応）         ４，０７０千円 

（２）消耗品費（箱ワナ修理用品、捕獲用網等)   １３０千円 

（３）備品購入費（箱ワナ）                     ８９８千円 

（４）負担金補助及び交付金（鳥獣被害防止緊急捕獲等対策事業補助金） 

２，９６０千円 

  ５ 財源内訳 

   （１）県 10/10外  4,219 千円（鳥獣被害防止緊急捕獲等対策事業補助金） 

   （２）一財     3,839 千円 

 

（単）市単独土地改良事業 （経済部 農地整備課） 

５５，０００ 千円（40,000 千円） 

１ 事業目的 

本事業は、受益面積５.０ｈａ未満及び県単独土地改良事業の適用を受けない農道及びか

んがい排水施設等の整備を行うものであり、地域に応じた効果的、公益的な生産基盤の整

備を推進し、農業生産の安定化を図る。 

２ 事業年度 

平成２８年度 

  ３ 事業概要 

各土地改良区からの要望事項の中から緊急性の高いものを整備する予定で、特に揚水機

について重点的に改修を進める。 

４ ２８年度の事業内容 

（１）市単独土地改良事業補助金 53,000千円 揚水機改修、水路改修、農道改良等 

（２）諸資材費（原材料支給）    2,000千円 
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（単）農道維持管理事業 （経済部 農地整備課） 

３５，０００ 千円（23,000 千円） 

１ 事業目的 

本事業は、農業用施設の改修及び補修を行うものであり、施設の機能低下の防止、延命

化又は事故等の未然防止を図る。 

２ 事業年度 

平成２８年度 

  ３ 事業概要 

土地改良区、自治会又は市民の方々の要望事項の中から緊急性の高いものを速やかに実 

施する。 

４ ２８年度の事業内容 

   （１）施設修繕料          １０，７００千円 農道・水路等の補修 

    （２）委託料 浚渫委託料    ４，０００千円 草刈、水路等の浚渫 

          道路管理委託料  ７，０００千円 緊急舗装補修業務委託 

          測量委託料等   ６，４００千円 高速道路関連（高尾橋・坂谷橋） 

（３）工事費              ６，９００千円 農道舗装及び安全施設等 

 

（施）土地改良施設耐震対策事業費 （経済部 農地整備課）（新規） 

２，２００ 千円 

１ 事業目的 

池田池を構成する堤体は、完成から長い年月が経過しており老朽化もすすんでいる。東

日本大震災を契機に、ため池耐震診断を行っていて、当ため池については、大規模地震時

の堤体の安定に問題があることが判明したため、近い将来発生が危惧される南海トラフ大

地震に備え、必要な耐震化対策を行い、地域住民の生命・財産の安全確保を図る。 

２ 事業年度 

平成２８年度 

  ３ 事業概要 

船木泉川(池田池)土地改良区管理のため池、池田池の改修に伴う、事業主体である愛媛

県への負担金である。 

事業主体：愛媛県 

    事業箇所：池田池 

     事業内容：耐震対策(堤体工) １式 

    事業実施期間：平成 28年度～平成 33年度（総事業費 4億円、負担金総額 4,400万円） 

    費用負担割合：国 55％  県 34％  市 11％ 

  ４ ２８年度の事業内容 

    土地改良施設耐震対策事業負担金    ２，２００千円 
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◎林業の振興 

 

（施）別子山地区森林整備計画策定費 （経済部 別子山支所）（新規） 

１２，９６０ 千円 

１ 事業目的 

別子山地区市有林（約１，６００ｈａ）について資源量調査を実施し、有効活用可能な

経済林とそれ以外の環境林とに区分けを行う。区分けされた経済林について、搬出間伐等

の施業が可能となるように林道、林内作業道の整備計画を含めた別子山地区の市有林整備

計画を策定する。 

２ 事業年度 

平成２８年度 

  ３ ２８年度の事業内容 

委託料  １２，９６０千円 

森林情報解析、資源量把握、路網整備及び森林整備計画の策定業務                                                                                                                                                                                                                                        

  ４ 財源内訳 

   （１）繰入金 12,960 千円（別子山振興基金繰入金） 

 

 
◎水産業の振興 
 

（公）漁港施設機能保全事業 （経済部 農林水産課） 

１７，８００ 千円（22,753 千円） 

１ 事業目的 

新居浜市が保有する漁港施設は昭和 30年から昭和 50年代に整備されたものが大半を占 

めており、老朽化による機能低下が目立つようになってきているため、計画的な保全工事 

を実施することで、施設の長寿命化や更新コストの縮減を図る。 

２ 事業年度 

平成２３年度～平成３６年度 

  ３ 事業概要 

    平成 23年度から策定した、全漁港施設の機能診断及び保全計画に基づき、保全工事の対 

象施設の実施設計、工事を行う。 

  ４ ２８年度の事業内容 

（１）垣生漁港階段式物揚場外 2施設  ８，６００千円 

   （２）大島漁港西-1.0ｍ物揚場外 2施設 ７，２００千円 

   （３）その他付帯工事外        ２，０００千円 

  ５ 財源内訳 

   （１）国  6/10外    8,920 千円（水産基盤整備事業補助金） 

   （２）市債 90％   6,100 千円（漁港建設事業債） 

   （３）一財        2,780 千円
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◎観光・物産の振興 

（施）観光宣伝推進費 （経済部 運輸観光課）（拡充・総合戦略） 

１７，３９３ 千円（10,154 千円） 

１ 事業目的 

観光パンフレットやポスター等により、別子銅山近代化産業遺産や新居浜太鼓祭り等本

市の観光資源を積極的に宣伝し、観光客の誘致促進を図り、交流人口の増加による地域経

済の活性化を推進する。また、市内の観光施設、特産品等の観光素材を組み合わせた着地

型旅行商品の企画・造成、東京・大阪での物産・観光宣伝イベントへの参加等観光資源の

積極的な活用により、新居浜市のブランドイメージの向上を図る。 

  ２ ２８年度の事業内容 

   （１）観光宣伝推進事業                      ２，０６５千円 

    ・旅費（東京・大阪観光宣伝イベント）   425千円 

     ・需用費（観光パンフレット等印刷費）   627千円 

     ・役務費（通信運搬費等）         329千円 

     ・委託料（太鼓祭りポスター制作委託料）  665千円 

     ・使用料及び賃借料（仮設トイレ賃借料等） 19千円 

（２）ブランド力向上及び魅力発信事業                ５８５千円 

     ・観光宣伝用名刺台紙購入費       485千円 

     ・特産品ＰＲ推進事業委託料         100千円 

（３）着地型商品企画・造成事業           ５，５７０千円 

     ・着地型旅行商品企画・造成事業委託料 

（４）新居浜太鼓祭りＰＲ推進事業         １，５５６千円  

     ・新居浜太鼓祭りポスター掲出料 

（５）銅婚の里ＰＲ推進事業            ２，８９３千円 ※新規 

    「銅の里新居浜」ＰＲのための旅行ツアー開催 

     ・銅婚の里ＰＲ推進業務委託料     2,293千円 

     ・ツアー参加者滞在費助成金       600千円      

（６）近代化産業遺産を活用した交流人口拡大事業  ４，１０４千円 ※新規  

     近代化産業遺産を巡る周遊プランの作成及び情報発信 

     ・周遊プラン等作成業務委託料 

（７）インバウンド推進事業                    ２５２千円 ※新規 

     外国人留学生を対象としたモニターツアーの開催 

     ・講師謝礼（外国語通訳謝礼）       80千円 

     ・使用料及び賃借料（バス借上料等）     172千円 

   ３ 財源内訳 

   （１）国   6,283 千円（地方創生推進交付金） 

   （２）雑入   560 千円（未来への鉱脈売払代金） 

   （３）一財  10,550 千円 
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（施）広域観光推進費 （経済部 運輸観光課）（拡充・総合戦略） 

１，７７１ 千円（450 千円） 

１ 事業目的 

四国中央市等と組織しているＮＳ観光推進協議会において、広域観光ルート「別子・翠

波はな街道」のＰＲを行い、周辺観光施設への誘客を推進することにより、地域経済の活

性化を図る。また、「別子・翠波はな街道」を活用したサイクリング大会を開催することに

より、同ルートの魅力を市内外にＰＲし、更なる広域観光の推進に取り組む。 

さらに、東予東部の３市（新居浜、西条、四国中央）が連携して効果的なプロモーショ

ン活動を行うことにより、交流人口の拡大及び観光地域のブランド化を推進する。 

２ ２８年度の事業内容 

   （１）ＮＳ観光推進協議会負担金            ４５０千円 

     ・新聞広告の掲載 

     ・周遊化促進事業（スタンプラリー）の実施 

     ・リーフレットの作成 

     ・ＣＡＴＶ番組放送 など 

（２）別子・翠波はな街道サイクリング事業 ７００千円 

     ・サイクリング大会の開催 

（３）三市連携広域観光宣伝推進事業       ６２１千円  ※新規 

     ・広域観光イラストマップ（パンフレット）の製作 

 

（単）ゆらぎの森整備事業 （経済部 運輸観光課） 

４６，０８３ 千円（0 千円） 

１ 事業目的 

森林公園ゆらぎの森ゆらぎ館は、平成 11年に建設され、築後 16年が経過し、山中に位

置するという厳しい気候条件もあって、近年、施設・設備の老朽化が顕著に見受けられる

ようになった。特に空調設備については不安定であり、不具合が頻繁に報告されるなど、

修繕頻度も高くなってきている。また、宿泊を伴う観光施設という性質上、高いホスピタ

リティが求められることが多く、利用者の満足度向上のため、備品等の整備充実を図る必

要がある。これらのことから、施設及び器具の更新を実施し、施設の適切な管理及び利用

環境の向上に資する。 

２ 事業年度 

平成２８年 

３ ２８年度の事業内容 

   （１）工事請負費                  ４４，５３８千円 

      空調設備更新工事    

      ボイラー設備更新工事    

（２）備品購入費                    １，５４５千円 

      客室用冷蔵庫（８台）、温水洗浄便座（１２台） 

  ４ 財源内訳 

   （１）市債 100％ 44,500 千円（過疎対策事業債） 

   （２）繰入金    1,583 千円（別子山振興基金繰入金） 
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（施）物産振興対策費 （経済部 運輸観光課）（拡充・総合戦略） 

３，１４５ 千円（2,611 千円） 

１ 事業目的 

本市の産業、物産等の紹介宣伝と販路開拓、地場産品の開発及び会員相互の交流、地域

の活性化を図るとともに、新居浜市の産業振興に寄与することを目的として設立された新

居浜市物産協会が実施する事業について助成を行う。 

また、地域特性を活かした観光まちづくり推進のため、新たな視点である「食」分野に

おいて、伝統的な郷土料理の掘り起しや付加価値を加えた飲食品の創出等に取り組み、新

居浜ブランドの魅力向上による交流人口の拡大を図る。 

  ２ ２８年度の事業内容 

   （１）新居浜市物産協会事業補助金             ７５０千円 

     ・物産協会主催・共催の物産展の開催 

     ・物産協会後援・協賛・協力の物産展等各種イベントへの参加等 

（２）太鼓台を活用した観光物産事業補助金 １，０００千円 

     ・松山空港ビルでの太鼓台の展示及び特産品の販売 

     ・太鼓祭り期間中における観光物産展の開催 

（３）県外物産展開催事業補助金               ５２４千円 

     ・東京、大阪での観光物産展の開催 

（４）食を通じた観光宣伝充実事業             ８７１千円  ※新規 

     ・庁内ＷＧでの飲食店調査、情報整理、飲食店マップ製作等 

      職員手当等          

      需用費（マップ印刷製本費）  

      Ｗｅｂサイト製作委託料    

 

（施）観光案内充実事業費 （経済部 運輸観光課） 

２，４５５ 千円（3,925 千円） 

１ 事業目的 

東平記念館へのアクセス道路である市道河又東平線について、観光シーズンの交通混雑

による重大事故の発生回避や交通の円滑化、観光客に対するホスピタリティの向上等を図

るため、道路交通法第４条に基づく交通規制を実施するとともに、老朽化が進んでいる観

光案内看板の修繕を実施する。 

２ ２８年度の事業内容 

   （１）観光案内充実事業                  

     ・観光看板製作委託料                ３２４千円 

（２）河又東平線交通規制実施事業   ※新規 

     ・事務費（周知用チラシ等印刷、郵送等）       ６４３千円 

      ・委託料（ゴールデンウィーク期間交通整理業務） １，２４５千円 

      ・備品購入費（道路沿い周知看板作製）        ２４３千円 
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◎雇用環境の整備・充実 

（施）雇用対策費 （経済部 産業振興課）（新規・総合戦略） 

１１，３５８ 千円 

１ 事業目的 

本市の基幹産業であるものづくり産業において課題となっている人材不足の解消

とものづくり産業の振興及び転出者数が転入者数を上回る本市人口の社会減の改善

のため、新居浜市総合戦略や政策懇談会に基づく人材の確保と定住促進のための各

種施策を実施する。 

  ２ ２８年度の事業内容 

   （１）高校生合同会社説明会開催事業  ２，１９２千円 

      市内企業の人手不足の解消のために、市内の高校に通学している就職希望の３

年生に対し、会社説明会を開催し、新規高卒者の地元定着率の向上を図る。 

（２）合同企業説明会開催事業     ３，１４１千円 

     市内企業の人材確保、本市へのＵＩＪターンの促進のために、主に県内の大学

に進学している本市出身者をターゲットとする企業説明会を実施する。なお、西

条市と合同で実施することにより、単独での実施以上の企業数、参加者数を確保

する。 

（３）インターンシップ支援補助金   ２，６２５千円 

     雇用確保のために中小企業が実施するインターンシップ事業において、学生が

負担する交通費・宿泊費を実施企業が負担した場合、その経費の一部を助成する

ことで、市内企業へのインターンシップ生を増加させるとともに雇用確保につな

げる。 

（４）女性活躍環境整備補助金     ３，０００千円 

      人口減少が進む中で、女性の雇用が必要となってきているため、市内の中小企

業及び個人事業者が、女性が働きやすい職場環境づくりに取り組む場合、費用の

一部を助成する。 

（５）若年労働者雇用施策支援事業費補助金 ４００千円 

     市内企業の人手不足の解消のために、市内の業種団体が高校生等若年労働者の

雇用のために実施する取り組みに対して支援を行う。 

  ３ 財源内訳 

   （１）国    2,812 千円（地方創生推進交付金） 

   （２）一財   8,546 千円 


